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　作成したアンケートを資料に示す。問 1 ～問 14 まで
設定し，各高等学校における使用教科書や年間予算，設
備等の状況や，バイオテクノロジーに関する実験の実施













員が 5%（3 人），通信制高等学校に勤務する教員が 2%
（1 人）であった（図 1）。また，未回答が 1 人だった。
設置されている学科では普通科の高等学校に勤務する






あるため各学科の合計は 68 となっており 57 を超えてい
る（図 2）。
　教員の職歴について，職歴が 5 年未満の人が 14%（8
人），5 ～ 10 年未満の人が 30%（17 人），10 ～ 15 年未
満の人が 21%（12 人），15 ～ 20 年未満の人が 7%（4 人），
20 年以上の人が 28%（16 人）であった（図 3）。
　使用教科書の出版社について，「生物基礎」は，使用
が多い順に数研出版が 52%（29 人），東京書籍が 18%（10
人），第一学習社が 14%（8 人），啓林館が 9%（5 人），
実教出版が 7%（4 人）であった（図 4）。未回答は 1 人だっ
た。また，「生物」は使用が多い順に数研出版が 54%（27
人），東京書籍が 18%（9 人），啓林館が 12%（6 人），
第一学習社が 10%（5 人），実教出版が 6%（3 人）であっ
た（図 5）。未回答は 7 人だった。
　年間予算について，1 万円未満と答えた人が 8 人，1
～ 2 万円未満と答えた人が 14 人，2 ～ 3 万円未満と答
えた人が 9 人，3 ～ 5 万円未満と答えた人が 8 人，5 万














図 1　勤務校の状  総数56 人）
図 3　職歴（総数57 ）








答えた人が 14%（7 人），必要でないと答えた人が 2%（1














がそれぞれ 11 人，その他と答えた人が 2 人，行ってい
ないと答えた人が 42 人であった（図 8）。なお，この問
いは複数回答ありのため，実験を行っている人は複数の
実験を行っていることが多く，実験を行っていると答え


























































基配列の解読（17 人），DNA の切断（15 人），タンパク











図９ 実験を行わない理由（複数回答あり） 図１０ 学校にある実験設備（複数回答あり）
図１２ PCRを困難にする要因（複数回答あり）


































































































が 6 人（46%），「3 ～ 5 万円未満」が 3 人（23%），残り













7 人，「実験機器がない」が 6 人，「実験に使う試薬がない」


















いては，笠原らにより 2002 年～ 2005 年にかけて 58 名






たのに対し，2019 年では予算が 5 万円以上と答えたも
のが 22% と大幅な減少が見られた。また，それぞれで
最も回答の多かった予算は，2002 年～ 2005 年では 10


































2002 年～ 2005 年における58人に対するアンケート調査
より作成
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